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令和８年度 伊達市立伊達中学校 学校経営方針 
 

Ⅰ   はじめに                                                                                                                                                

 

Sosiety5.0時代の到来、社会全体のデジタル化・オンライン化など社会の変化は急激に加速度を 

増し、先行き不透明な予測困難な時代となってきている。今、学校に求められるのは、生徒一人ひ

とりが、自分の良さや可能性を認識し、他者を尊重し、多様な人々と協働しながら社会的変化を乗

り越え、自らの人生を切り拓く「生きる力」の育成である。  

 新教育振興基本計画（令和５年６月：令和５年度～令和９年度）では、「２０４０年以降の社会

を 見据えた持続可能な社会の創り手の育成」「日本社会に根差したウェルビーイング」の向上を

掲げ５つの基本的方針と１６の教育政策の目標、基本施策及び指標が示された。  

一方、教育には、どんなに社会が変化しようとも、「時代を超えて変わらない価値のあるもの」

を育むことが求められている。豊かな人間性、正義感や公正さを重んじる心、自らを律しつつ、他

人と協調し、他人を思いやる心、人権を尊重する心、自然を愛する心など、こうしたものを子ども

たちに 培うことは、いつの時代、どこの国の教育においても大切にされなければならない。これ

からも「時代を超えて価値のあるもの」と「時代の変化とともに変えてよいもの」を十分に見極め

つつ、子どもたちの教育を進めていく必要がある。 

そのような中、新しい時代を生きる子どもたちに必要となる資質・能力を確実に育むとともに、 

多様な子どもたちを誰一人取り残さず、主体的・対話的で深い学びを視点とする授業改善を推進 

し、確かな学力の向上を図ることが必要である。  

また、いじめ未然防止の取組や不登校生徒への初期段階からの組織的・計画的に支援する組織体

制を構築し、すべての教育活動を通して生徒指導の充実を図りながら、学びを支える安心・安全な

学校の実現を更に進めたい。  

新年度の伊達中学校の教育活動については、これまでの成果と課題をもとに、「質の高い学び」 

と「魅力ある教育活動」を展開し、その中で「自ら学ぶ生徒の育成」を目指していく。「自ら学ぶ

生徒の育成」は、すべての教育活動が向かう学校課題である。 

「よい学校」とは「信頼される学校」であり、家庭の学校に対する信頼の基盤は、我が子が毎日

楽しみながら登校し、共に学び、学校生活に満足することである。教職員は、真剣な教育実践と誠

実な生活態度がその基盤にある。そのために、日々の実践を惜しまず、すべての教育活動を「自ら

学ぶ生徒 自ら活動する生徒 自ら鍛える生徒」の育成に向け、学校経営にあたりたい。加えて、

令和９年度通級指導教室開設に向け、令和８年度は関係機関との連携にて施行する。加えて、それ

を含む特別支援教育の更なる充実を目指し、保護者・関係機関との連携を深め、個のニーズに応じ

た指導体制を図る。  

生徒にとって「楽しい学校」、教職員にとって「働きやすさ」と「働きがいのある学校」、保護

者・地域にとって「信頼のできる学校」の実現のために、Well-beingな学校づくりを目指して、全

教職員の力を結集し、学校経営を推進していく。 

 

 

 

 

Well-being（ウェルビーイング）な学校 
継続と刷新を繰り返す。生徒も職員も明るく協働し学び続ける学校 
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Ⅱ    学校経営の方針                                                                                                                  

 

１ 基本理念 

 

 

２ 学校教育目標 

   

 

３ 目指す学校像 

 

 

 

 

 

４ 目指す生徒像 

 

 

 

 

 

５ 目指す教師像 

 

  

 

 

 

６ 目指す授業像 

 

 

 

 

・探究心と知的好奇心を育成し、自ら実践する学校 

・情報を活用し、学び続けていく学校 

・挨拶や礼儀が励行され、思いやりにあふれた学校  

・生徒一人一人が活躍する学校 

・地域と連携しながら教育課題の解決を図るなど、地域とともに歩む学校 

・探究心をもって思考し、判断し、実践しようとする生徒（自ら学ぶ） 

・目標や課題を設定し、情報を駆使し、自力で学びを進め、アウトプットする生徒（自ら学ぶ） 

・感謝の心をもち、互いを尊重しようとする生徒（自ら活動する） 

・心身ともに健康で体力のある生徒（自ら鍛える） 

・学校と地元に誇りと愛着をもつ生徒（自ら活動する） 

・服務規律を守り、地域社会や市民から信頼される教師 

・生徒の成長や進歩を喜び、生徒の心の痛みがわかる教師 

・自ら進んで学び続ける教師 

・チーム伊達中の一員として、組織を大切にする教師 

・謙虚で、礼儀正しい教師 

・明るく、健康な教師 

・生徒が学びを深めたいと思う授業（個別最適な学び 協働的な学び） 

・基本的な言語、数量、情報等の知識・技能を習得する授業 

・問題意識を育て、目標、見通し、情報収集、分析、表現する授業 

・ICTを計画的・効果的に活用する授業 

 

「自ら学ぶ生徒」    「自ら活動する生徒」    「自ら鍛える生徒」 

人間尊重の精神に立って、主体的に行動する生徒を育てる 
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７ 育てたい資質・能力 

  【学習の基盤となる育みたい資質・能力】 

課題解決力  ：課題を設定し、解決する力 

実践力    ：体験・学びを社会に生かし、最後までやり抜く力 

人間関係形成力：協働したり、社会参画したりしてよりよい人間関係をつくる力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ     学校経営の重点                                                                                                                                                                                                                                                
 
【学校経営の重点目標】 

 

 

【学校生活キーワード】 

Smart      （よく考え、主体的に活動） 

Respect    （認め合い、互いに高め合う） 

Challenge   （夢や目標に向かい挑戦） 

 

方策１  

生徒一人一人の可能性を引き出す 

教師が「教える」teachingから、生徒が「学ぶ」learningへの授業改善 

方策２  

生徒一人一人に確かな学びを保障する 

生徒に「させる」から、生徒を「支える」体制と活動 

質の高い学びと魅力ある教育活動の展開 
～自ら学ぶ生徒の育成～ 

【知識・技能の習得】－基本的言語、数量、情報（ICTを含む）の知識・技能を習得－ 

①言語、数量、情報（ICTを含む）の基本的な知識・技能を身に付け、目的に応じて道具として使

いこなせるようにする。 

【思考力・判断力・表現力等の育成】－目標設定・情報収集・アウトプットする力を育成－ 

①思考：目標達成に向けて、生徒がこれまで学んだことをもとにして、文章、図表、映像等で表

されたものに働きかけることを通して種々の情報を得て、それらをこれまでに学んだことと関

連付けて、新しい「意味の体系」を創りだしていくこと。 

②判断：目標達成に向けて、獲得したいろいろな情報について、重みを付けたり、価値付けした

りすること。 

③表現：獲得した情報を目的に合わせて的確に表すこと。この表現とは、思考・判断したものを

表出したものと、思考・判断の過程で表出したものからなる。 

【学びに向かう力・人間性等の涵養】－学習の進め方、メタ認知力、人間性を育成－ 

①自分の学びを自分で調整していく自己調整学習(学習計画、方法、自己評価等)力を育成する。 

②自分自身を客観的に認知する能力、いわゆる※「メタ認知力」を育成する。 

③互いのよさを生かして協働する力、リーダーシップやチームワーク、感性、感謝、優しさや思

いやりなどの人間性を涵養する。 
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１ 重点取組事項と数値目標 

（１）わかる•できる•楽しい授業づくり 

①授業改善への具体の推進 

②一人一台の端末の一層の活用。効果的な活用から主体的な活用への研修の推進 

③教師の言葉の精選（説明・指示）から生徒の主体的学習活動の確保 

④生徒に委ね、主体的に学ぶ学習の推進 

⑤探究型の学習への充実（総合的な学習の時間を中心に） 

 

取組事項 具体 

授業改善革への具体 １ 生徒が主語となった学び 

  ・課題解決型、探究的・体験的な学習の取組（個別・協働）  

  ・共感姿勢や存在感、自己決定場面を大切にした教育活動 

 ・思考・判断・表現を重視した対話的・協働的な活動  

・ＩＣＴ機器を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一 

体的な充実  

一人一台の端末の一層の活用 ・個別最適な学びと協働的な学び 

・AIドリルの活用 

教師の言葉の精選（説明・指示） 生徒の主体的学習活動の確保 

・生徒に委ね、主体的に学ぶ学習活動の保障 

探究型の学習への充実 総合的な学習の時間を中心に 

・単なる「調べ学習」ではなく 、 生徒が自ら課題や問いを 

設定 し、 その答えに向かって工夫しながら探究すること 

・「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・ 

表現」という探究のプロセスに従っての学習 

 

（２）豊かな学級経営を基盤とした生徒の居場所づくり 

①ユニバーサルデザインの視点による個別の生徒理解、授業づくり、学級づくり 

②)特別な配慮や支援を要する生徒への見取りと組織的対応 

③いじめを許さない集団の育成 

④誰一人取り残さない多様な居場所づくり 

◎不登校生徒への支援、生徒指導対策委員会の充実 

◎校内支援センター機能の整理と実施 

◎通級指導教室開設への施行 

 

取組事項 具体 

ユニバーサルデザインの視点による

個別の生徒理解、授業づくり、学級

づくり 

・合理的配慮（個性への配慮）とユニバーサルデザイン（わ

かりやすい掲示や表現等）にもとづく教育実践 

・多様性への理解をベースに、共生・協働するインクルーシ

ブな教育実践（特別支援学級と通常の学級との共同・交流

学習の推進、異学年の交流） 

特別な配慮や支援を要する生徒への

見取りと組織的対応 

・不登校やその他心配のある生徒への支援（R9年度開設に向け

た通級指導教室の施行、SSW・フェニックス等の関係機関、

リモート学習等） 

いじめを許さない集団の育成 ・生徒自らが企画する防止集会 

・自己存在感・自己有用感の創出（協働的・対話的な授業、

異学年交流行事） 

誰一人取り残さない多様な居場所づ

くり 

・傾聴を基本 

・自治的活動の推進、行事等での主体性・所属感・有用感の 

醸成 
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（３）調和のとれた心身の保持 

①体力と運動能力の向上に対する生徒の関心を高める 

②自己有用感と自己存在感を高める。 

 

 

２ 数値目標 

 

 

 

取組事項  具体 

授業と連動した運動への興味関心

を高めるとともに、運動に親しむ

機会の提供 

・体育の学習での主体的ない学習づくり 

・程度な運動量が実感できる授業の工夫 

・目標をもった取組の工夫 

自己有用感と自己存在感の向上 ・対話重視、ICTや紙面交流、日常観察、各種教育相談・アンケ

ー 

ト、保護者との連携、生徒指導交流会等 

具体的重点取組項目 詳細目標 
わかる•できる•楽し
い授業づくり 

◇生徒アンケート 
①授業内容はよくわかる90％以上 
②授業では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から進んで取り組ん 
でいる90％以上 

③家で学校の授業の予習・復習をしている75％以上 
④「授業をわかりやすく楽しい」と感じる生徒の割合が80％以上 
⑤「学校は安全で安心できる場所」の割合が100％ 

 
◇全国学力・学習状況調査（生徒質問紙） 
⑥１、２年の授業でタブレット等を週３回以上使用70％以上 
⑦タブレット等を使うのは勉強の役に立つ90％以上 

 
◇職員アンケート 
⑧授業での教師の言葉 10％カット 

豊かな学級経営を基
盤とした生徒の居場
所づくり 

◇生徒アンケート 
①学校が楽しい」と感じる生徒の割合が 80％以上 
②「先生方は、親身になって応じてくれる」の割合が100％ 

 
◇保護者アンケート 
③人間関係のトラブルの指導が適切である85％ 
④あいさつや正しい言葉遣いなどの基本的な生活習慣が身に付いている

90％以上 
 
◇全国学力・学習状況調査（生徒質問紙） 
⑤先生はあなたのよいところを認めてくれる90％以上 

 
◇⑥いじめ解消率100％ 
◆⑦長期欠席生徒への手立て 100％ 

調和のとれた心身の
保持 

◇生徒アンケート 
①将来の夢や目標をもっている70％以上 

 
◇②新体力テスト全学年実施 
◇③全国体力・運動能力、運動習慣等調査（実技） 
男子～全国平均同等以上２種目以上 
女子～全国平均同等以上２種目以上 

 
◇④心の授業・性教育・薬物乱用防止教室等年２回以上実施 
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３ 教育推進の重点 

 

１ 児童生徒の資質・能力の向上 

・共感姿勢や存在感、自己決定場面を大切にする授業づくり 

・小中学校間の接続した学習指導の連携 

※見通しと関わりのある学び、自己調整のある授業づくり  

 

２ 安心して学べる環境の確立 

・自己存在感や自己有用感を育てる。 

・受容的な姿勢・態度を原則とした関係づくり。 

・特別支援学級における教育課程の適切に編成、実施 

※ユニバーサルデザインの視点による生徒理解、授業づくり、学級づくり  

 

３ 生活・学習習慣の確立 

・家庭と連携した生活・学習習慣の見直しに向けた取組 

・望ましい電子メディアの利活用の推進 

※スマホ・ケータイ安全教室、校区小中共通に、共通期間で生活リズムチェックを年に数回実施 

 

４ 地域との連携・協働 

・「だて学」において、生徒の発達段階に応じた、計画的・系統的な実施。 

・中学校区の各小学校、市内道立学校との連携強化。 

・部活動の「地域展開」に向け、平日も含め、土日の地域部活動との連携の強化 

※ 生徒理解、個別入学相談会、乗り入れ授業、各種体験等、学校運営協議会の取組の検討  

 

５ 教職員の資質・能力の向上 

・小･中学校間の接続した学習指導の連携を図る。 

・各段階において教員育成指標を活用した取組 

・服務規律の保持・徹底 

※面談時のキャリアプランへの指導助言と研修への支援 

※個別最適な学びと協働的な学びの充実、１人１台端末の効果的な利活用、運動の楽しさを体感

する機会の保障  

 

６ 働き方改革の推進 

・「働きやすさ」と「働きがい」のバランスを図る。 

・業務の精選 

 

※教職員の意識改革（自分事、説明責任、職能レベル） 
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Ⅳ   働き方改革の視点での具体的な取組                                  
 

１ 校務の効率化と役割分担の推進 

（１）ＩＣＴの活用による校務効率化の推進 

（２）保護者•地域等との連携協働 

① 学校の働き方改革の取組の進捗状況等について、学校だよりやホームページ等で公表 

② 学校運営協議会などにおいて、働き方改革を積極的に議題として取り扱う。 

 

２学校運営体制の見直しなどによる改善 

（１）教頭の業務縮減 

① 組織的な学校運営を行うにあたり、業務内容や業務分担の見直しを進め、教頭の業務負担も

考慮しながら校内体制を整備する。 

⇒養護教諭・事務職員・事務補・公務補・スクールサポートスタッフとの連携・協働 

② 管理職員と一般職員との日頃からの対話を通じて、学校運営への参画意識を醸成するととも

に、教頭の業務の分散化を図る。 

⇒ミドルリーダーの学校運営への参画意識の高揚 

 

（２）学校行事の見直し 

① それぞれの学校行事の教育的価値を検討し、学校としての体裁を保つためのものや前例のみ

にとらわれて慣例的に行っている部分を止め、教育上真に必要とされるものに精選すること

や、より充実した学校行事にするため行事間の関連や統合を図るなど、学校行事の精選・重点

化を図る。 

②カリキュラム・マネジメントの観点から、学校行事と教科等の関連性を見直し、従来、教科等

に位置付けてきた内容を適切なものについては、学校行事の時数に含める。（見直し） 

   

コミュニケーション・プログラム（隔年） ⇒健康安全・体育 

避難訓練                ⇒健康安全・体育 

体育大会                ⇒生徒会活動 

巡回小劇場               ⇒文化的行事 

 

さらに、検討を加え、より適切な教育課程の編成を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）適切な教育課程の編成•実施 

① 令和８年度の教育課程編成において、余剰時数は必要最小限とし、指導体制や教育課程編成 

の工夫 

・改善等により、指導体制に見合った計画にするなど、適切にマネジメントする。 

⇒ １年・２年 → １０１５時間＋３５時間程度  

３年 → １０１５時間＋３０時間程度（R8は、20時間程度の見込み） 

②授業時数や行事、行事準備の時間を適性に計画するとともに、年間を見通した計画の下、授

業準備、事務処理 、などの時間を確保するよう工夫する。 

【令和７年度に示したもの】 

⇒ 地域等の活用（人・もの・こと等） 

・保健体育→がん教育 

・保健  →性の講話会 

・総合  →コミュニケーション・プログラム、だて学（職業体験等に係るもの含む） 

・道徳  →スマホ・ケータイ教室、デートDV、薬物乱用教防止教室、手話講話 等 

・家庭  →幼保との交流 他 
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⇒ 年間行事予定の柔軟な見直し 

⇒ 運営委員会・職員会議回数の縮少方向（可能な限り回数を減らす） 

 

（４）適正な勤務時間の管理等（再確認） 

①休憩時間には職員会議を開催しないなど、職員が勤務時間の途中に休憩時間を適切に確保す

ることができるよう取り組む。  

⇒ 週２９時間を標準としながらも、会議日・採点・事務処理の時間等を確保する。 

３ 学校運営体制の見直しなどによる改善の(3)適切な教育課程の編成•実施の①について

は、令和８年度も、風邪等の感染拡大防止による学級・学年閉鎖や暴風警報発令に伴う

臨時休業が予想されるが、年間時数を確保することを過度に重視せずに（余剰時数は３

０時間程度）とし、適切にマネジメントしていく。 

３ 学校運営体制の見直しなどによる改善の(3)適切な教育課程の編成•実施の②については、 

年間行事予定を柔軟に見直すこと、会議等の短縮や改編や統合も行うなどして、少なく 

していく方向。 

 

３ 部活動指導に関わる負担の軽減 

（１）部活動休養日等の完全実施（再確認） 

① 部活動ガイドラインの徹底 

⇒ 部活動休養日 

・週あたり２日以上の休養日を設ける（平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日は少なくと

も１日以上を休養日とすること。 

・週末または祝日に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り返る）こと。また、

学校閉庁日は、その期間を休養日とする。 

⇒ 部活動の活動時間 

・１日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を含む）は

３時間程度とすること。 

 

（２）指導･運営に係る体制の構築（再確認） 

① 特定の教員に部活動指導業務が集中することがないよう、複数顧問の配置により、負担の平準

化や軽減を図る。 

② 部活動指導員や専門的な技術指導を行う外部指導者等を活用するほか、運動系については「ス

ポーツクラブ藍」との積極的な連携により、部活動の指導体制の充実と教員の負担軽減を図る。 

 

（３）部活動の地域展開に向けて 

・年度途中でも改善できるものから進めていく考え方 

 

※国の動向で変更となった「地域移行」から「地域展開」については、平日の完全地域移行をR8 

度実施を断念し、R8からR10を地域展開の前期とし、R11からR13を後期とし休日に加え、平日の 

地域展開へという位置付けになった。地域展開は、地域全体で支える・広げるということであ 

り、「学校から部活動がなくなる」ということではなく、学校・家庭・地域が一体となった取 

組であり、それぞれが担う部分を明確にしていこうというもの。 

 

 【学校の体制として】 

・一人で全部という考え方から、チームで指導していく意識。 

・日常からの顧問と地域指導者の打合せや連絡が大前提。 

① 教員の休日の負担軽減に向けて 

平日・休日問わず、校内で地域指導者だけの指導を可能としたい。心配な点等はあるが進めて

いきながら修正等をしていく。 

② 教員の平日の負担軽減と平日の地域指導者の活動の進展に向けて 

   平日、顧問の先生方が学校の行事等（会議日、研修日、教育相談等）で指導できない場合には
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現在活動を中止にしてきた。 

   しかし、地域指導者が付いて活動が可能な場合は、活動が実施としていく。このことが、平日

の地域指導者の必要性を増すことにつながる。 

     ⇒ 陸上、バドミントン、卓球 テニス部可能（日数は部により異なるが報償費がつく） 

他の部はR7年度同様。 

 

 【令和８年度のおさえ】 

① 「スポーツクラブ藍」では、R8年度も会費の徴収はしない。R7年度に見直した部活動後援会 

費（運動部と吹奏楽部）はR8年度も生徒一人につき、年間6,000円を徴収する。 

② 長期休業期間の学校閉庁日に係る対応 

学校閉庁日は原則、学校部活動は中止とする。ただし、地域部活動は地域指導者の考えによ 

り、活動を妨げない。 

 

【スポーツクラブ藍の活動停止期間（暦により流動的）】 

      夏季休業：8/10～8/17 

      冬季休業：12/29～1/3 

      学年末始休業：3/24～4月第１週金曜日まで 

 

 

４ 資料 

（１）学校における働き方改革アクションプラン（第３期） 

 
 

 


